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Abstract 

The Institute for Promotion of Education and Campus Life at Okayama University hosted 5th 

annual Sungkyunkwan University (South Korea) and Jilin University (China) Exchange Program 

online. This program convened Sungkyunkwan University students, Jilin University students, and 

Okayama University students to engage in discussion, exploration, and presentation of cultural 

topics. While participants used Japanese as their common language, they addressed and overcame 

communication challenges that arise due to language barriers and cultural differences. The current 

report explores the program’s significance for global citizenship education, program’s results, 

several issues encountered during its implementation, and actions to resolve those issues. 
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3.1

　コロナ禍の中、「成均館・吉林大学交流プログラム」をオンラインプログラムとして再

開するに当たり、担当教員間で会議を重ね、このプログラムを次のような趣旨で実施する

事で合意した。
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3.3.2

3.3.3

　なお、例年主に中国人学生に、 Z o o mへの接続トラブルが発生している。これはインター

ネット環境に制限が多い中国特有の事情が関係していると考えられるが、例えば、2 0 2 3年

度では 2〜 4日目の午前中の授業で Z o o m に入れない学生が 4 名いた。 V P N 等様々な方法を

模索した結果、うち 3 名は入れたものの、 1 名は最後まで入れなかった。そのため、急遽

その 1 名が問題なく入ることができていたメイン授業用のミーティング U R L を午前授業で

も使用する、という対応を取った。
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4

4.1
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　一人につき A 3 用紙一枚とマーカーを配付し、与えられたテーマに沿った絵を描く。

書き終わったら、お互いに見せ合う。日本人同士、同じお題でも違うものがイメージさ

れることがある、という「違い」への気づきを促進することができる。

　 3 人グループをつくり、メンバーの共通点を探して紙に書く。一つでも多く書いたグ

ループを勝ちとする。共通点を見つけるためにはお互いに対して関心を持ち、積極的に

会話をする必要がある。
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4.2

①以下の３つのテーマについて、それぞれ P P T のスライドを各１枚（計 3枚）作成す

る。スライド作成に当たっては、写真やイラスト等を活用し、文字での説明は避け

ること。

② 1 分程度の自己紹介動画を作成する。その際、必ず日本語を用いること。

③提出期限後に M o o d l e 上に掲載される参加者全員の自己紹介動画を、プログラム開

始前に必ず見ること。

－  56  － －  57  －

成均館 ・吉林大学交流プログラム 【オンライン】 実践報告



4.3

4.4

4.4.1

4.4.2

－  58  －

藤原　祐子 ・秋田　節子 ・石井　友美 ・佐藤　美穂 （岡山大学教育推進機構）



4.4.3
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　このプログラムに参加している岡大生は、その多くが大学で 1年以上中国語或いは韓国

語の授業を履修している。2 0 2 0年度の参加者から、自分たちが学習している言語の母語話

者、しかも同世代の学生と交流する機会でもあるのだから、学習言語を使って会話する時

間も設けて欲しいとの声が上がっていたことを受け、2 0 2 1年度で試験的に中韓両国語での

フリートークの時間を設けた（中国語履修者は吉大生とマッチングし、韓国語履修者は成

大生とマッチングした）。しかし、やはり何かしらテーマがないと、話し出しにくいとの

意見が参加者から出たため、2 0 2 2 年度から 1日目のグループディスカッションで日本語で

話してもらった 3つのテーマを、言語別セッションにもそのまま活用することにした。ス

ライドがあることと、一度日本語で話している内容であるため、発話に困ってもお互いに

助け船が出しやすいだろうと考えたからである。2 0 2 2 年度・ 2 0 2 3 年度の言語別ディスカ

ッションは、1日1テーマ、1回20分間（様子を見て最長30分間まで）、原則として日本人1

人に対して学習言語の母語話者 1～ 2人のグループ（メンバーは毎日入れ替え）で実施して

いる。学生の様子やコメントをみると、ディスカッション初日はやや戸惑いが先に立ち、

なかなか積極的になれなかったが、回を重ねると中国語・韓国語で話すことにも慣れ、話

が弾むようになったようである。　

薦めるか。
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　この言語別ディスカッションは、もちろん岡大生に初修外国語学習の成果を発揮し、自

信をつけてもらうことが第一の目的であり意義である。しかし、我々はこの言語別ディス

カッションにはもう一つ、大きな意義があると考えている。それは、岡大生がこのディス

カッションを通して、母語話者として「日本語学習者のサポート」をする立場から、「学

習言語の学習をサポート」してもらう立場へと転換し、言語学習者として学習言語を使う

事の困難さを、身を以て経験することができる、ということである。学習言語を用いる際

に感じるであろう「もどかしさ」は、再び母語話者としてサポートする側に戻ったとき、

相手の立場や情況をより深く理解・想像しようとする姿勢を育むことに繋がるだろう。同

じことは、岡大生だけでなく、日本語学習者として本プログラムに参加する成大生・吉大

生にも言える。役割が入れ替わることで、学習者と支援者双方の抱える困難さに気づくこ

とができるのである。その意味で、時間は短いものの、この言語別ディスカッションがプ

ログラムで果たす役割は極めて重要且つ大きいものとなっている。
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5.1.3
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　 2021 年度がやや割れたが、基本的には「やってよかった」と感じている学生ばかりであ

ると言ってよいだろう。コメントにも「大変だったがやりがいを感じた。チームメンバー

との交流が必須になるので仲も深まりやすかったように思う」「やりたいことが違ったの

で大変だったが、達成感があった」「他の班の発表を聞くことで三カ国の違いについてよ

く理解できた」など、概ね好意的なものが多かった。しかし一方で、やはり短期間でのハ

ードスケジュールということからか、「時間に追われるような感じがした」という意見も

あった。

9

9
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　このプログラムに参加する岡大生には、成大生・吉大生の日本語学習をサポートしても

らうに当たって、オリエンテーション時に「分かりやすい日本語」について、日本語担当

教員が簡単なレクチャーを行っている（4 . 1 参照）。実際の交流に当たって、この時の内容

を思い出して例え方を工夫したり、言い換えを試みたりした、と報告してくれた岡大生も

いた。また、成大生・吉大生のコメントからも、彼らが日本語の母語話者として相手の言

葉を理解したり、自分の言葉を分かってもらったりするためにはどうすればよいかを真剣

に考えながら活動してくれたことが窺える。そして、コメントに見える「気楽に」「フレ

ンドリーに」「歓迎し」「臆することなく」というキーワードは、このプログラムで学生

達に身につけて欲しいと考えているコミュニケーションの姿勢を表すものでもある。岡大

生達が見事にその期待に応えてくれている証左といえよう。
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5.2

　このプログラムに参加する岡大生には、成大生・吉大生の日本語学習をサポートしても

らうに当たって、オリエンテーション時に「分かりやすい日本語」について、日本語担当

教員が簡単なレクチャーを行っている（4 . 1 参照）。実際の交流に当たって、この時の内容

を思い出して例え方を工夫したり、言い換えを試みたりした、と報告してくれた岡大生も

いた。また、成大生・吉大生のコメントからも、彼らが日本語の母語話者として相手の言

葉を理解したり、自分の言葉を分かってもらったりするためにはどうすればよいかを真剣

に考えながら活動してくれたことが窺える。そして、コメントに見える「気楽に」「フレ

ンドリーに」「歓迎し」「臆することなく」というキーワードは、このプログラムで学生

達に身につけて欲しいと考えているコミュニケーションの姿勢を表すものでもある。岡大

生達が見事にその期待に応えてくれている証左といえよう。
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